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な ん た ん 市 議 会 だ よ り

か け は し

「美山せっけん友の会　〜みずすまし〜」の皆さん「美山せっけん友の会　〜みずすまし〜」の皆さん
左から、高野あい子さん、登尾まゆみさん、田中知美さん、左から、高野あい子さん、登尾まゆみさん、田中知美さん、
下野カズエさん、山内富美子さん、小林節子さん下野カズエさん、山内富美子さん、小林節子さん

■■『頑張る人たち』訪問『頑張る人たち』訪問
　 美山せっけん友の会　～みずすまし～　 美山せっけん友の会　～みずすまし～
■■ 9月議会ではこんなことが決まりました9月議会ではこんなことが決まりました
■■ 常任委員会ではこんな議論になりました常任委員会ではこんな議論になりました
■■ 決算特別委員会で令和4年度の決算審査を行いました決算特別委員会で令和4年度の決算審査を行いました
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（
取
材
者
／
河
野
・
木
戸
）

美山せっけん友の会
～みずすまし～

代表　山
やまうち

内　富
ふ

美
み

子
こ

さん

　　　下
し も の

野　カズエさん

　　　小
こばやし

林　節
せ つ こ

子さん

　　　高
た か の

野　あい子
こ

さん

　　　田
た な か

中　知
と も み

美さん

　　　登
のぼりお

尾　まゆみさん

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

活
動
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

南
丹
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か

南
丹
市
や
議
会
に
望
む
こ
と
は

南
丹
市
に
は
美
山
川
と
桂
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

合
成
洗
剤
が
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
手
や
肌

が
荒
れ
る
人
が
増
え
、
川
に
も
泡
が
溢
れ
て
消
え
な

く
な
り
、
魚
や
ホ
タ
ル
は
少
な
く
な
っ
て
、
川
は
汚

れ
て
い
く
ば
か
り
。
そ
ん
な
中
で
私
た
ち
は
、
廃
食

油
で
体
に
も
環
境
に
も
優
し
い
石
け
ん
を
作
っ
て
30

年
近
く
に
な
り
ま
す
。
こ
の
無
添
加
石
け
ん
に
一
人

で
も
多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
南
丹

市
の
美
し
い
山
や
川
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

南
丹
市
の
中
で
も
、
美
山
町
は
観
光
客
は
多
い
も

の
の
、
高
齢
化
で
悩
ん
で
い
ま
す
。
当
会
も
後
継
者

が
で
き
る
こ
と
を
望
み
な
が
ら
作
業
し
て
い
ま
す
。

作
業
の
工
程
で
水
道
を
使
い
ま
す
が
、
洗
い
場
が

外
に
あ
り
、
雨
が
降
っ
た
時
や
寒
い
季
節
で
も
、
洗

い
物
は
全
て
外
で
冷
た
い
水
で
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
室
内
に
湯
沸
か
し
器
の
付
い
た
洗
い
場
を
設

置
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。
自

然
豊
か
な
環
境
が
い
つ
い
つ
ま
で
も
残
る
こ
と
を
望

み
な
が
ら
製
品
作
り
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
６
年
に
会
を
設
立
し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

「
粉
せ
っ
け
ん
」
と
「
固
形
石
け
ん
」
を
商
品
化
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
美
山
町
内
の
お
店
な
ど
で

販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
河
川
に
優
し
い
石
け
ん
を
使

用
し
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
と
、
出
産
祝
い
と

し
て
「
粉
せ
っ
け
ん
」
と
「
固
形
石
け
ん
」
を
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
美
山
町
環
境
保
全
対
策
協

議
会
に
参
加
し
啓
発
活
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

会
員
た
ち
は
年
々
歳
を
重
ね
、
先
々
の
活
動
に
不

安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
の
意
義
を
理
解

し
、
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
共
感

し
て
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら
れ
る
な
ら
、
会
員
と
共

に
活
動
を
始
め
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
一
度
、
作
業
の
現

場
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

視
察
研
修
な
ど
と
あ
わ
せ
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

当
会
は
、
婦
人
会
活
動
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し

よ
う
と
相
談
し
、
当
時
の
美
山
町
環
境
課
に
呼
び
掛

け
結
成
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
美
山
町
で
は
「
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
合
成
洗
剤
に
よ

る
河
川
の
汚
染
や
人
体
へ
の
影
響
も
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
自
然
を
守
り
体
に
優
し
い
石
け
ん
を
廃

食
油
で
作
ろ
う
と
会
員
を
募
り
、
行
政
か
ら
は
必
要

な
器
具
、
施
設
を
整
え
て
い
た
だ
き
、
先
進
地
へ
の

30年近くにわたり美山川の水質浄
化を目指し、水質汚濁の原因の一つ
である合成洗剤の使用を少しでも減
らすために廃食油（天ぷら油）から「粉
せっけん」と「固形石けん」を製造し販
売されている皆さんを訪問しました。

美
山
川
が
今
の
状
況
よ
り
も
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、

石
け
ん
作
り
を
通
し
て
啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。粉せっけんの製造作業固形石けん（完成品）

廃食油の分量測定苛性ソーダーを注入
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訪　問
『頑張る人たち』

作業前の準備



令　和
４年度
決　算

全会計の決算を認定
一般会計 支出総額236億3269万円 黒字決算

一般会計

民生費
69億9467万円

総務費
43億5063万円公債費

34億5259万円

土木費
22億6763万円

衛生費
22億5356万円

教育費
16億7530万円

農林水産業費
11億6991万円

消防費
9億5700万円

商工費
2億6585万円

議会費
2億1889万円

236億3269万円
支　出

地方交付税
100億2484万円

市税
42億577万円

国庫支出金
32億6684万円

府支出金
16億5367万円

国等交付金
12億5730万円

市債
11億9040万円

その他
（寄附金、使用料及び手数料ほか）
11億2021万円

繰越金
10億3792万円

繰入金
9億2282万円

一般会計

246億7981万円
収　入

市民税、固定資産
税、軽自動車税など

自治体の人口や財政力
などに応じて国から交
付される財源

事業の実施の
ための借入金

事業の実施のため
の府からの補助金等

事業の実施のため
の国からの補助金等

経済支援の一つとして支給された市商工会商品券

八木西小学校のトイレ兼倉庫

道路改良が進んだ美園栄町線

集団ワクチン接種会場

建設中の新庁舎

９月定例会は、８月28日に開会し、44日間の会期を終えて10月10日
に閉会しました。

今定例会には、条例関係３件、補正予算５件、決算関係10件など全部
で22件の議案が提出され、常任委員会や決算特別委員会に付託して審査
したのち、本会議で採決を行いました。結果、すべての議案を原案どおり
可決・認定等しました。ここでは、決算の概要をお知らせします。

一般会計及び各特別会計の決算総額は、歳入（収入）335億3520
万7853円、歳出（支出）322億6471万6089円で、収入から支出を
差し引いた形式収支額は、12億7049万1764円。このうち、翌年度
に繰り越すべき財源1億8521万4000円を差し引いた実質収支額は、
10億8527万7764円の黒字決算です。

コロナ禍や物価高騰で家計に特に影
響を受けた低所得世帯やひとり親世帯
などに対する経済的支援など

スクールバスの運行や新型コロナウ
イルス感染症対策、八木西小学校体育
館トイレ兼倉庫の建築など

都市計画街路美園栄町線や市道11
路線の道路改良、道路・橋梁等の維持
修繕など

新型コロナウイルスワクチン接種
や、船井郡衛生管理組合及び南丹病院
組合への負担金など

新庁舎の建設や国際交流会館の大規
模改修、定住促進対策など

会　　計 収入　A 支出　B 差引　A-B＝C 翌年度繰越額　D 実質収支　C-D　
一般会計 246億7981万円 236億3269万円 10億4712万円 1億8521万円 8億6190万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 
( 事 業 勘 定 ）

36億3830万円 36億2130万円 1700万円 0 1700万円

国 民 健 康 保 険 
(直営診療施設勘定）

1億8540万円 1億8540万円 0 0 0

介 護 保 険 43億9493万円 42億109万円 1億9383万円 0 1億9383万円
市 営 バ ス 運 行 6291万円 6291万円 0 0 0
土 地 取 得 ５万円 ５万円 0 0 0
後 期 高 齢 者 医 療 ５億7378万円 ５億6124万円 1253万円 0 1253万円

合　　　計 335億3520万円 322億6471万円 12億7049万円 1億8521万円 10億8527万円

区　　分 収入　A 支出　B 差引　A-B＝C 翌年度繰越額　
D

損益計算による
当年度純利益（税抜き）

公
営
企
業
会
計

水　道
収益的収支 10億1001万円 9億9046万円 1955万円 381万円
資本的収支 ３億8590万円 9億6274万円 △5億7684万円

下水道
収益的収支 26億6624万円 24億4313万円 2億2310万円 2億2088万円
資本的収支 9億3848万円 17億9688万円 △8億5840万円

こんな事業に
使われました

■会計別決算額の状況

（消費税込み）

※１万円未満切り捨てのため、合計が一致しないことがあります。
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一般会計、特別会計、企業会計の決算を審査するために設置
される特別委員会のことです。

決算特別委員会では、３つの常任委員会と同じ構成で分科会
を設け、詳しく審査します。ここでは、その概要をお知らせし
ます。

決
算
特
別
委
員
長
報
告

総
務 

分
科
会

ま
ち
づ
く
り
協
働
員
の
役
割
は

ま
ち
づ
く
り
協
働
員
の
活
動

の
成
果
は
。

　
人
の
ま
ち
づ
く
り
協
働
員

を
委
嘱
し
、
旧
町
ご
と
に
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
交
換
や
協
議
を

行
っ
た
。
そ
の
中
で
「
園
部
駅

の
観
光
案
内
表
示
の
検
討
や
、

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
デ
ー
の
際
、
Ｊ
Ｒ
利
用
促

進
の
観
点
か
ら
、
八
木
駅
近
く

の
京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
の
職
員
駐
車
場
を
パ
ー
ク

ア
ン
ド
ラ
イ
ド
と
し
て
活
用
し

て
は
」
と
の
提
案
が
あ
り
、
実

施
に
つ
な
が
っ
た
。

長
き
に
わ
た
る
山
村
留
学
が
終
了

　

年
間
の
山
村
留
学
事
業

が
、
本
市
や
地
域
に
の
こ
し
た

成
果
は
。

複
式
学
級
解
消
を
目
的
に
、

都
会
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
招
き

入
れ
た
も
の
で
、
知
井
小
学
校

が
活
性
化
さ
れ
た
。
地
域
の
方

が
一
致
団
結
し
、
協
力
の
も
と

生
活
を
共
に
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
、
知
井
地
区
振
興
会
の
活
性

化
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
る
。

定
住
促
進
は
進
ん
で
い
る
か

定
住
促
進
事
業
の
分
析
は
。

移
住
相
談
件
数
、
空
き
家
の

活
用
件
数
が
伸
び
て
い
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
移
住
の
件
数
は

増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。

移
住
相
談
件
数
は
、
４
年
度
は

８
１
９
件
で
過
去
最
高
で
あ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
移
住

相
談
件
数
が
増
加
し
て
い
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
若
干
後
押
し

し
た
と
分
析
し
て
い
る
。

朝
倉
山
椒
の
生
産
状
況
は

特
用
林
産
振
興
事
業
に
お
け
る

朝
倉
山
椒
の
生
産
状
況
は
。

園
部
町
農
業
公
社
に
苗
木
の
講

習
会
や
無
料
配
布
を
含
め
て
業
務

委
託
を
し
て
い
る
。
過
去
２
年
間

で
朝
倉
山
椒
の
苗
木
を
講
習
会
参

加
者
に
２
本
配
布
し
て
い
る
。
今

後
は
、
苗
木
購
入
に
対
す
る
補
助

金
等
も
検
討
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

企
業
ニ
ー
ズ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
は

企
業
誘
致
推
進
事
業
に
お
い

て
、
企
業
ニ
ー
ズ
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
は
。

関
西
圏
を
中
心
に
調
査
を
行
っ

た
が
、
全
国
的
に
も
実
施
し
、
回

収
率
は
３
・
３
％
で
あ
っ
た
。
高

速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に

近
い
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
が
、
安

定
的
に
こ
の
地
域
で
雇
用
が
確
保

で
き
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
、
厳
し
い
意
見
も
あ
っ
た
。

高
齢
者
除
雪
対
策
事
業

除
雪
の
委
託
事
業
者
の
確
保
の

状
況
は
。
ま
た
、
園
部
・
八
木
地

域
で
も
事
業
対
象
に
な
る
か
。

除
雪
の
事
業
者
は
、
委
託
単
価

が
低
い
中
、
利
用
者
の
近
隣
に
お

ら
れ
る
団
体
・
個
人
で
、
助
け
合

い
の
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
も

ら
っ
て
い
る
。
事
業
者
の
確
保

は
、
事
業
者
の
高
齢
化
も
あ
り

年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

受
託
さ
れ
る
事
業
者
が
あ
れ
ば
園

部
・
八
木
で
も
事
業
は
可
能
で
あ

る
。

交
付
促
進
事
業
の
経
済
効
果

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
促

進
事
業
の
商
品
券
交
付
に
よ
る
地

域
経
済
活
性
化
効
果
は
ど
う
か
。

高
齢
者
生
活
支
援
分
と
子
育
て

家
庭
支
援
分
を
合
わ
せ
て
、
２
億

５
千
万
円
分
の
商
品
券
を
交
付

し
、
２
億
４
千
万
円
が
換
金
さ
れ

た
。

下
水
道
事
業
の
厳
し
い
状
況
は
ど

う
な
る

経
営
が
大
変
厳
し
い
中
、
市
民

に
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
の

か
。水

道
事
業
の
目
処
が
立
っ
た
段

階
で
内
部
で
し
っ
か
り
検
討
し
、

そ
の
後
、
市
民
や
使
用
者
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聴
く
場
を
設
け
、
審

議
会
を
開
催
す
る
。
料
金
改
定
を

す
る
場
合
は
、
条
例
改
正
を
行
う

流
れ
に
な
る
。

南
丹
み
や
ま
診
療
所
の
経
営
評
価

診
療
所
の
４
年
度
の
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
が
、
約
２
６
０
０

万
円
で
済
ん
だ
。
こ
れ
に
対
す
る

市
の
評
価
は
。

４
年
度
途
中
で
入
院
病
床
の
休

床
も
あ
っ
た
が
、
確
実
な
診
療
が

維
持
で
き
た
。
今
後
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
事
業
の
展
開
も
あ

り
、
診
療
所
事
業
の
充
実
を
図

る
。

産
業
建
設 

分
科
会

厚
生 

分
科
会

思い出の詰まった山村留学センター

成長した朝倉山椒の苗

2125

事
業
効
果
な
ど
を
慎
重
審
査

決
算
は
、
総
務
、
産
業
建

設
、
厚
生
の
各
分
科
会
で
審

査
。
財
源
の
確
保
や
予
算
と
の

整
合
性
、
事
業
効
果
な
ど
に
つ

い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
、
ま
ち
づ
く
り

協
働
員
の
活
動
や
25
年
間
続
い

た
山
村
留
学
事
業
の
成
果
、
丹

波
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
路
面
標
示

工
事
の
財
源
、
経
営
が
厳
し
い

下
水
道
事
業
の
今
後
の
取
り
組

み
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
交
付
促
進

事
業
で
実
施
し
た
商
品
券
給
付

の
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
効

果
、
国
保
会
計
へ
の
一
般
会
計

繰
入
金
が
予
算
額
の
約
半
分
と

な
っ
た
こ
と
の
評
価—

に
つ
い

て
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
活

発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。委

員
会
全
体
会
で
は
「
地
方

交
付
税
、
市
民
税
に
つ
い
て
市

長
の
こ
れ
ま
で
の
説
明
と
決
算

額
と
の
違
い
に
つ
い
て
」
や

「
婚
活
と
少
子
化
対
策
の
関
連

性
と
行
政
が
婚
活
事
業
を
す
る

こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
」

「
介
護
保
険
料
等
の
徴
収
金
額

の
誤
り
に
対
す
る
監
査
委
員
の

見
解
に
つ
い
て
」
な
ど
の
総
括

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
分
科
長
の
審
査

報
告
の
の
ち
、
討
論
は
な
く
、

表
決
に
入
り
、
一
般
会
計
と
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の

決
算
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の
他

６
会
計
の
決
算
は
賛
成
全
員

で
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
委
員
会
の
審
査
で
各
委
員

か
ら
出
さ
れ
た
指
摘
や
意
見
に

つ
い
て
は
、
適
切
に
対
応
さ

れ
、
次
年
度
の
予
算
編
成
に
お

い
て
十
分
に
反
映
さ
れ
る
よ
う

強
く
望
む
も
の
で
す
。

市議会だより　かけはし71号　2023.11 6市議会だより　かけはし71号　2023.117

委
員
長　

山
下　
秋
則

決算特別委員会では、こんな議論になりました

決算特別
委 員 会
とは？



Pick Up!

1

この施設では、家畜ふん尿と食品廃棄物をメタン発酵させて発生
する「バイオガス」で発電し、施設内の電力を賄い、余った電気は
売電しています。また、ガスを発生させた後の液を肥料として再利
用しています。今回、施設の老朽化等により修繕工事を行います。
予算額1億868万円の増額

市道横田小山東町線の歩道において、歩道の横断勾配が急な箇所
があり、歩行者や車いすなどの通行に支障があるため改良を行いま
す。予算額1千万円

大規模な八木バイオエコロジーセンターの修繕工事

市道横田小山東町線の歩道整備

Pick Up!

4

Pick Up!

6 Pick Up!

2

過疎地域持続的発展市町村計画に掲げる事業に「共通投票所の開
設」「電子申請等の導入」「ドローンを活用した物資の配送」「廃
校校舎等の不要市有施設の解体撤去」を追加します。

過疎地域持続的発展市町村計画の変更を議決

子供たちがより一層本に親しめるよう、学校の空きスペースを、
小学校では読書スペースに、中学校は個別学習ブースに、それぞれ
整備します。

小中学校の空きスペースを整備

過疎地域持続的発展市町村計画

八木バイオエコロジーセンター

整備された里山（美山町大野）

整備予定の横田小山東町線歩道

学校のコンピュータールームを整備して読書スペースに

森林の多面的機能の維持・増進につなげるため、集落に隣接する
里山の不要木の整備を行い、人家裏等の危険木及び崩土等の除去を
行います。予算額436万円の増額

森林資源の再生・保全に向け、里山再生整備予算を拡充
Pick Up!

5

子ども家庭サポートセンター「Ruri」は、第三の居場所として、
園部小学校と園部中学校の児童・生徒を対象に運営されてきました
が、園部第二小学校及び八木地域の児童・生徒も対象に加えたこと
から、児童・生徒の送迎用の車両を導入するものです。

子ども家庭サポートセンターに送迎車両を導入
Pick Up!

7

子ども家庭サポートセンター「Ruri」

Pick Up!

3

宝くじ文化公演「歌園迎賓館」が、令和6年2月3日、市園部文化
会館（アスエルそのべ）で開催されます。NHK交響楽団の生演奏
で、3人の歌手の出演が予定されています。

宝くじ文化公演の開催が決定

会場となるアスエルそのべ

市議会だより　かけはし71号　2023.11 8市議会だより　かけはし71号　2023.119

9月議会では
こんなことが
決まりました

議会が注目した主な事業

◆  報告・・・・・・
◆  議案・・・・・・

2件
22件

会期　8 月 28 日〜 10 月 10 日

今号では、この中から次の
７つをピックアップします。



総
務 

常
任
委
員
会

広
大
な
市
域
に
対
応
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を

南
丹
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

市
町
村
計
画
の
変
更
内
容
は
。

国
が
定
め
る
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
を
推
進
し
て
い
く
た

め
、
他
市
町
で
実
施
さ
れ
て
い
る

「
共
通
投
票
所
の
開
設
」
「
電
子

申
請
の
導
入
」
「
ド
ロ
ー
ン
を

使
っ
た
輸
送
」
な
ど
を
追
加
し

た
。
広
大
な
市
域
を
抱
え
る
本
市

で
も
活
用
し
て
い
け
な
い
か
と
考

え
る
。

小
中
学
校
に
読
書
ス
ペ
ー
ス
を

ど
の
よ
う
な
読
書
ス
ペ
ー
ス
が

整
備
さ
れ
る
の
か
。

子
ど
も
た
ち
が
、
よ
り
一
層
本

に
親
し
め
る
よ
う
、
使
用
さ
れ
て

い
な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
を
読

書
に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
に
す

る
も
の
で
あ
る
。
小
学
校
で
は
扇

形
書
架
と
ベ
ン
チ
付
の
直
線
型
書

架
を
自
由
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
利

用
す
る
予
定
。
中
学
校
は
、
仕
切

ら
れ
た
個
別
ブ
ー
ス
を
設
置
予

定
。

神
吉
自
治
会
館
の
備
品
を
購
入

自
治
振
興
会
館
の
備
品
は
市
が

整
備
す
る
の
か
。
ま
た
、
調
達
方

法
は
。

市
有
施
設
の
備
品
は
、
市
が
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
。
シ
ュ
ー
ズ

ボ
ッ
ク
ス
、
机
、
い
す
、
冷
蔵
庫

な
ど
を
市
内
業
者
か
ら
調
達
す

る
。

神吉自治会館完成予想図

八
木
バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
の
機
械
の
修
繕

機
械
の
修
繕
は
計
画
を
立
て
て

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

修
繕
計
画
に
つ
い
て
は
な
か
な

か
難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
今

後
、
修
繕
計
画
を
立
て
て
い
く
よ

う
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
者
、
指
定

管
理
者
の
農
業
公
社
と
話
を
し
て

い
る
。
し
か
し
、
平
成
10
年
の
建

設
か
ら
25
年
が
経
過
し
て
お
り
、

い
つ
壊
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
に
あ
る
。

道
の
駅
「
美
山
ふ
れ
あ
い
広
場
」

駐
車
場
整
備

道
の
駅
駐
車
場
は
ど
こ
に
で
き

る
の
か
。

予
定
地
は
、
美
山
ふ
れ
あ
い
広

場
の
中
の
お
祭
り
広
場
と
い
う
ス

ペ
ー
ス
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
会
場

と
し
て
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
駐
車
場
と
し
て
使
用

す
る
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
時
に

は
、
会
場
と
し
て
利
用
す
る
。

子
ど
も
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
送
迎
車
両
を
購
入

子
ど
も
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
車
両
の
利
用
者
は
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
開
設

当
初
、
徒
歩
圏
内
の
園
部
小
学
校

及
び
園
部
中
学
校
を
対
象
と
し
て

い
た
が
、
当
施
設
の
設
置
に
支
援

を
い
た
だ
い
た
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か
ら

対
象
エ
リ
ア
の
拡
大
が
求
め
ら

れ
、
園
部
第
二
小
学
校
及
び
八
木

地
域
の
児
童
・
生
徒
も
対
象
と
し

た
。

日
吉
・
美
山
の
児
童
・
生
徒
の
利

用
は日

吉
、
美
山
地
域
の
支
援
が
必

要
な
児
童
・
生
徒
は
、
子
ど
も
家

庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利
用
は

で
き
な
い
の
か
。

日
吉
、
美
山
地
域
の
児
童
・
生

徒
は
、
利
用
の
対
象
と
は
し
て
お

ら
ず
、
現
有
資
源
を
活
用
し
て
支

援
す
る
。

Ｊ
Ｒ
園
部
駅
西
口
広
場
、
危
険
防

止
の
工
事
実
施

園
部
駅
西
口
の
工
事
は
緊
急
度

が
高
い
工
事
な
の
か
。

駅
前
広
場
は
タ
イ
ル
張
り
に

な
っ
て
お
り
、
駐
輪
場
へ
向
か
う

階
段
部
分
の
角
が
破
損
し
て
危
険

が
伴
う
と
い
う
こ
と
で
、
早
急
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

南
丹
み
や
ま
診
療
所
の
電
子
カ
ル

テ
の
シ
ス
テ
ム
改
修

南
丹
み
や
ま
診
療
所
の
電
子
カ

ル
テ
の
シ
ス
テ
ム
改
修
の
目
的

は
。パ

ソ
コ
ン
を
２
台
購
入
す
る

が
、
マ
ザ
ー
ボ
ー
ド
用
と
遠
隔
診

療
用
の
ソ
フ
ト
が
入
っ
た
パ
ソ
コ

ン
を
購
入
す
る
も
の
で
、
京
都
中

部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
シ
ス

テ
ム
統
合
を
目
指
す
も
の
で
は
な

い
。

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

厚
生 

常
任
委
員
会

子ども家庭サポートセンター「Ruri」

広場を舗装し駐車場として活用

市長公室、総務部、地域振興部、出納課、議会事務局、監査委員、
公平委員会、選挙管理委員会、固定資産評価審査委員会、教育委員会

南丹市議会には、委員会条例で定められた３つの常任委員会があり、委員の任期は２年です。
各常任委員会の所管は次のとおりです。

市民部、福祉保健部

農林商工部、土木建築部、上下水道部、農業委員会

厚生常任委員会

産業建設常任委員会

市議会だより　かけはし71号　2023.11 10市議会だより　かけはし71号　2023.1111

〈主な質疑のみ掲載しています。〉

常任委員会では、
こんな議論になりました

どんな常任委員会がある？

総務常任委員会



小林　　毅 議員

小林　　毅 議員

河野　啓介 議員

反　対

反　対

反　対

日本共産党南丹市議会議員団

日本共産党南丹市議会議員団

日本共産党南丹市議会議員団

５年度南丹市一般会計補正予算（第３号）における「八木バイオエコロジーセンター」の工事請負
費の増額（108,680 千円）について、附帯決議を可決しました。内容は次のとおりです。

１．八木バイオエコロージ―センターの運営には、経営的な視点で取り組み、中長期戦略を樹立し、
　収入の確保や経費の圧縮を進め、収支バランスを図ること。
２．施設建設以来、25年が経過し、今日まで多くの設備の修繕費が計上され、施設が維持されてき
　た。今後は、専門家等の意見を取り入れ、メンテナンス計画を立てることにより、計画的な運営を
　進めること。
３．今後の施設のあり方については、国や府の財源確保と新技術の積極的な導入を図るとともに、民
　間活力の導入も含めた経営主体の抜本的な見直しをされたい。

八木バイオエコロジーセンターのメタン施

設を、１億円余を投じて改修する予算は容認

できない。３月市議会の代表質問で、この６

年間で平均毎年１億１千万円の税金投入が紹

介されている。また、「一部の方への利益の

ためにやっているのではないか」という声も

聞こえてくる。こうした指摘もなされてい

る。施設の存廃も含めた検討が先決である。

大局的な点を指摘する。①市発足17年で

総職員数は109名減った。そんな中、１月の

大雪対応や介護保険料等の徴収誤り3329件

の発生等、深刻な事態が発生した。人件費

抑制路線の総点検が必要だ。②市発足17年

で、起債（借金）残高は135億円余減った。

基金（貯金）残高は、20億円以上の積み増

し。市民への大ナタはやめるべきだ。

決算は歳入、歳出ともに昨年度比マイナス

2895万円となった。市長は「入院休止によ

る運営経費減少がマイナスの理由」と分析し

たが、入院と救急受け入れ休止、外来診療数

減少で示されるとおり、住民にとって使い辛

い診療所になり現状は深刻。医療に対する不

安が人口の減少に拍車をかけており、本市が

掲げる「定住促進」にも反している。

附 帯
決 議

討 論

■ 5年度一般会計補正予算（第3号）

■ 4年度一般会計歳入歳出決算認定

■ 4年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定

新誠会

新誠会

新誠会

村　好高 議員

村　好高 議員

樋口　浩之 議員

賛　成

賛　成

賛　成

空き教室を読書スペースに改造する読書環

境整備事業は、子供たちの言語力の低下を防

ぎ、豊かな人間性の育成などにつながることが

期待できる。また、少子化を見据えた部活動地

域移行事業は、少人数校の生徒に試合などの

機会を保障する事業で評価する。バイオエコロ

ジーセンターについては、今後経営の民間移

行等、本市の負担軽減の検討を指摘する。

事業勘定は基金からの繰入れが約1700万

円、基金への積み立てが約1800万円、実質

収支が約1700万円となり、黒字決算で収支

バランスがとれた良い決算である。直営診療

施設勘定については、赤字補填額にあたる一

般会計からの繰入金が、3年度は約5300万

円であったものが約2600万円となり、半減

していることを評価する。

財政のさまざまな課題を抱える中、主眼を

子供たちに受け継ぐ未来に置くことが重要で

ある。市民協働推進事業では、まちづくり協

働員を配置し、学生や主婦などを交えた意見

交換が行われ、市民同士の対話から未来を考

える機運を醸成することができた。長期を見

据えた投資的発想と、持続可能な財政構造の

構築を要望として付け加え賛成討論とする。

議会の討論とは、お互いに議論を交わし合うことではなく、自
らの意見を表明し、賛否の理由を述べることにより自分の意見に
同調することを他の議員に求めることです。

討論とは？

議案に対して議会としての意見や要望を表明する決議のことです。

附帯決議とは？
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会　　派　　名 つなぐ 新誠会 活緑クラブ 日本共産党
南丹市議会議員団 公明党 新風会

谷
尻　
宣
雄

小
中　
　
昭

吉
田　
尋
子

山
下　
秋
則

谷
尻　
昌
史

前
田　
義
明

仲
村　
　
学

村　
好
高

堤　
　
博
明

樋
口　
浩
之

八
木　
信
樹

若
井　
睦
巳

村
山　
好
明

下
間　
康
広

河
野　
啓
介

小
林　
　
毅

平
田　
聖
治

木
戸　
德
吉

塩
貝　
孝
之

木
村　
　
裕

5年度南丹市一般会計補正予算（第3号） 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 議
長
の
た
め
、採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯

4年度南丹市一般会計歳入歳出決算認定 認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯

4年度南丹市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯

5年度南丹市一般会計補正予算（第3号）に対する附帯決議 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 退
席
退
席◯ ◯ ◯ ◯

議員名

案件・結果

賛否の分かれた議案

案　　件 結果

南丹市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正

可決

南丹市立障害者支援施設条例等の一部改正

南丹市過疎地域持続的発展市町村計画の変更

訴えの提起

5年度南丹市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）

5年度南丹市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

5年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号）

5年度南丹市水道事業会計補正予算（第2号）

4年度南丹市水道事業会計未処分利益剰余金の処分

4年度南丹市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分

南丹市議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定

4年度南丹市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定

認定

4年度南丹市市営バス運行事業特別会計歳入歳出決算認定

4年度南丹市土地取得事業特別会計歳入歳出決算認定

4年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定

4年度南丹市水道事業会計決算認定

4年度南丹市下水道事業会計決算認定

五ケ荘財産区管理会委員の選任 同意

賛成全員で可決した議案

〈 ○は賛成　×は反対 〉

本市の取り組みは、遅れているのが実情である
政治分野での男女共同参画の取り組みの現状は

第
２
次
男
女
共
同
参
画

行
動
計
画
で
は
審
議
会
、

委
員
会
等
の
女
性
議
員
の

割
合
の
目
標
を
30
％
と
し

て
い
る
が
、
現
状
と
問
題

点
は
。

３
年
度
実
績
で
は
、
44

の
審
議
会
、
委
員
会
等
の

女
性
の
割
合
は
23
・
９
％

で
、
２
年
度
と
比
べ
微
増

だ
が
、
女
性
委
員
が
い
な

い
委
員
会
等
も
あ
る
。
団

体
等
か
ら
の
選
任
に
女
性

の
割
合
が
少
な
い
。

他
自
治
体
の
よ
う
な
女

性
委
員
を
増
や
す
具
体
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

女
性
の
候
補
者
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
担
当
部
署

が
中
心
に
な
り
行
い
た

い
。政

治
分
野
で
の
男
女
共

同
参
画
の
取
り
組
み
の
現

状
は
。

本
市
の
取
り
組
み
は
、

非
常
に
遅
れ
て
い
る
の
が

実
情
。
市
内
の
女
性
で
活

動
を
一
生
懸
命
さ
れ
て
い

る
方
に
研
修
会
に
ご
参
加

い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
今
後
考
え
て
い
き

た
い
。

兵
庫
県
小
野
市
で
は
市

長
の
強
い
思
い
か
ら
、女

性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
意

見
発
表
の
場
で
あ
る「
女

性
議
会
」に
取
り
組
み
、多

く
の
女
性
議
員
が
誕
生
し

た
。本
市
で
は
ど
う
か
。

男
女
が
共
に
ま
ち
づ
く

り
を
す
る
た
め
、
学
び
の

場
、
女
性
が
活
躍
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
。

・日吉木住地内の市有地につ
　いて

吉
よし

田
だ

　尋
ひ ろ こ

子  議員つなぐ

A
Q

その他の質問

活発な質疑がなされる女性議会（小野市）

Q　議長・副議長はどうやって決まる？
Ａ　議長と副議長は、議員の中から議員同士の選挙に
　　よって選ばれます。
Q　議長・副議長はどんなことをしている？
Ａ　議長は、市議会を代表し、議会の秩序を保ち、議事の 
　　整理をしたり、議会の事務を処理します。
　　また、市議会を代表してさまざまな会議に出席した
　　り、他の機関と協議を行います。
　　副議長は、議長が不在のときや欠けたとき、議長に代
　　わって職務を行います。

市議会の 豆ちしき

一般質問
一般質問とは？ 

皆さんの生活にかかわる大切な内容につい
て、議員が市長等に対して質問を行います。
（P15～22の記事は各議員から提出された
原稿を質問順に掲載しています。）

市議会ホームページの「議会映
像配信」にアクセスするか、スマー
トフォンやタブレットでQRコード
を読み取ってご覧ください。

動画視聴できます！

3日間15人の
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関係各所と連携し、条件が整えば善処していく
通学環境改善のため、市営バス停に上屋の設置を

バ
ス
停
留
所
の
上
屋
が

な
く
、
炎
天
下
や
降
雨
・

降
雪
の
中
で
学
生
が
待
っ

て
い
る
姿
を
よ
く
見
る
。

通
学
環
境
改
善
の
た
め
に

も
設
置
す
べ
き
で
は
な
い

か
。設

置
に
関
し
て
は
さ
ま

ざ
ま
な
要
件
を
ク
リ
ア

し
、
許
可
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
民
間
事
業
者

な
ど
と
協
議
を
し
、
課
題

を
克
服
で
き
る
手
だ
て
が

あ
れ
ば
関
係
機
関
・
部
署

と
連
携
し
て
、
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

免
許
自
主
返
納
制
度
の
充

実
を免

許
自
主
返
納
制
度
に

対
す
る
実
績
と
内
容
は
。

平
成
24
年
度
開
始
の
制

度
で
、
延
べ
１
０
８
４
人

の
方
が
利
用
。
内
容
は
、

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
共
通
チ

ケ
ッ
ト
１
万
円
分
を
交
付

し
て
い
る
。

チ
ケ
ッ
ト
１
万
円
分
の

交
付
だ
け
で
は
な
く
、
公

共
交
通
機
関
す
べ
て
の
料

金
半
額
程
度
の
支
援
策
を

進
め
て
は
ど
う
か
。

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で

最
大
限
の
効
果
を
出
す
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
市
営
バ
ス
に
関
し
て

は
申
請
の
必
要
が
あ
る

が
、
市
内
在
住
又
は
市
内

立
地
学
校
在
籍
の
方
に
つ

い
て
運
賃
が
半
額
に
な
る

割
引
パ
ス
を
発
行
し
て
い

る
。
ま
た
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
や
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
な
ど
も
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

・指定管理施設について
・農畜産業の政策について
・獣害について

下
しもつま

間　康
やすひろ

広  議員活緑クラブ

A
Q

その他の質問

改善を望まれる停留所

経営的に利益を出す事業になりきっていない
八木バイオエコロジーセンターの運営状況は

八
木
バ
イ
オ
エ
コ
ロ

ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の
運
営
で

消
化
液
の
問
題
等
厳
し
い

状
況
に
あ
る
が
、
地
域
循

環
型
の
資
源
と
し
て
有
効

活
用
し
経
営
的
な
視
点
で

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

施
設
の
改
修
や
機
能
を

高
め
る
取
り
組
み
も
視
野

に
入
れ
農
業
者
に
喜
ば
れ

る
肥
料
に
、
そ
し
て
経
営

的
に
も
安
定
す
る
よ
う
施

設
の
改
良
、
革
新
を
目
指

し
た
い
。

が
ん
ば
る
農
業
応
援
事
業

の
継
続
を

財
政
状
況
は
厳
し
い
と

思
う
が
、
市
独
自
の
事
業

で
、
が
ん
ば
る
農
業
応
援

事
業
を
６
年
度
も
継
続
さ

れ
る
か
。

事
業
の
見
直
し
の
対
象

で
あ
り
早
急
に
結
論
を
出

し
て
い
き
た
い
。

残
暑
厳
し
い
中
の
運
動

会
、
開
催
時
期
の
検
討
を

本
市
の
小
中
学
校
の
運

動
会
、
体
育
祭
の
時
期
は

猛
暑
で
体
調
管
理
が
難
し

い
。
時
期
を
変
更
さ
れ
て

は
ど
う
か
。

熱
中
症
対
策
を
徹
底
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
来
年
度
に
検
討
し
て

い
た
だ
く
よ
う
促
し
て
い

き
た
い
。・バイオガスサミットについ

　て
・幼稚園、保育所の統合につ
　いて

堤
つつみ

　　博
ひろあき

明  議員新誠会

A
Q

その他の質問

八木バイオエコロジーセンター（YBEC）

基本法に定める共生社会実現に向け取り組む
認知症基本法が成立したが、本市の取り組みは

本
年
５
月
、
認
知
症
基

本
法
が
全
会
一
致
で
可

決
・
成
立
し
た
。
認
知
症

の
人
が
希
望
を
持
っ
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
国
や
自

治
体
の
取
り
組
み
を
定
め

た
法
律
で
あ
る
。
国
内
の

認
知
症
の
人
は
、
厚
生
労

働
省
の
研
究
に
よ
る
と
、

２
０
２
５
年
に
は
７
０
０

万
人
に
な
る
と
推
計
し
て

い
る
。
高
齢
者
の
う
ち
５

人
に
１
人
で
あ
る
。
所
見

は
。認

知
症
は
誰
も
が
な
り

得
る
も
の
で
あ
る
。
自
分

や
家
族
が
認
知
症
に
な
る

こ
と
を
含
め
、
今
や
多
く

の
人
に
と
っ
て
身
近
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う

し
た
中
で
、
認
知
症
が
正

し
く
理
解
さ
れ
、
認
知
症

当
事
者
の
尊
厳
が
保
た
れ

る
こ
と
で
、
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
共
生
社

会
を
掲
げ
る
法
律
の
成
立

は
社
会
全
体
の
意
識
の
改

革
に
つ
な
が
っ
て
い
き
、

大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
は
。

本
市
で
は
高
齢
者
の
福

祉
計
画
や
、
介
護
保
険
の

事
業
計
画
な
ど
で
、
京
都

式
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
等
に

基
づ
く
認
知
症
施
策
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
本
市

で
は
近
隣
に
先
駆
け
て
２

年
４
月
に
南
丹
市
権
利
擁

護
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
を

立
ち
上
げ
た
。
今
後
も
基

本
法
に
定
め
る
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

・政治分野での男女共同参 
　画について
・安掛・上平屋バイパスの推
　進について

木
き ど

戸　徳
とくきち

吉  議員公明党

A
Q

その他の質問

共生社会の実現に向けて

非常に大きな課題である
みやま診療所の病床と救急対応の再開を

７
月
26
日
に
美
山
の
医

療
を
守
る
会
が
要
望
書
を

提
出
し
た
。
市
長
の
受
け

止
め
は
。

要
請
署
名
の
数
は
非
常

に
多
く
、
大
変
貴
重
な
意

見
で
あ
る
。
美
山
の
地
域

医
療
の
灯
を
消
さ
な
い
た

め
に
全
力
を
尽
く
す
。

み
や
ま
診
療
所
の
常
勤

医
師
勤
務
確
立
の
め
ど

は
。現

状
で
は
ま
だ
立
っ
て

い
な
い
。

現
在
、
休
業
時
間
の
診

療
所
の
対
応
は
。

診
療
所
の
患
者
か
ら
緊

急
の
連
絡
が
あ
れ
ば
、
非

常
勤
の
所
長
で
あ
る
市
内

開
業
医
に
連
絡
を
し
、対

応
で
き
る
体
制
で
あ
る
。

み
や
ま
診
療
所
の
医
師

の
確
保
に
つ
い
て
、
府
を

含
め
た
協
議
内
容
の
進
展

は
。府

立
医
科
大
学
自
体
が

医
者
不
足
で
厳
し
い
。
府

と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら

多
方
面
か
ら
医
師
確
保
を

継
続
し
て
い
く
。

美
山
町
内
で
救
急
要
請

を
し
て
医
療
に
ア
ク
セ
ス

す
る
ま
で
２
、
３
時
間
以

上
か
か
る
。
救
急
と
は
言

え
な
い
。
一
刻
も
早
く
病

床
を
再
開
し
救
急
に
も
対

応
す
る
こ
と
が
あ
る
べ
き

姿
で
は
。

み
や
ま
診
療
所
は
一
次

医
療
を
担
う
施
設
。
救
急

対
応
は
非
常
に
大
き
な
課

題
で
あ
る
。

・新型コロナ感染拡大につい
　て
・小中学校非常勤講師、職員
　の処遇について
・生理用品について

河
こ う の

野　啓
けいすけ

介  議員日本共産党南丹市議会議員団

A
Q

その他の質問

かつての「美山診療所」診療内容
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地元と十分話し合い、今後の取り組みを進める
JR八木駅東口周辺整備事業の今後の進め方は

八
木
駅
東
口
周
辺
整
備

事
業
に
つ
い
て
市
長
は
３

月
定
例
会
で
、
昨
年
度
実

施
さ
れ
た
意
向
調
査
に
基

づ
き
、
整
備
手
法
を
地
元

整
備
促
進
協
議
会
役
員
と

話
し
合
い
、
事
業
を
進
め

る
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
。

本
年
度
地
元
役
員
と
の
話

し
合
い
の
現
状
は
。

八
木
駅
東
口
周
辺
整
備

事
業
は
、
国
道
９
号
や
府

道
の
拡
幅
、
駅
前
広
場
な

ど
大
き
な
課
題
が
あ
る
。

国
道
や
府
道
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
所
管
す
る
国
や

府
に
引
き
続
き
要
望
活
動

を
進
め
て
い
く
。
本
年
度

は
２
回
地
元
役
員
と
話
し

合
い
、
市
か
ら
も
事
業
手

法
に
つ
い
て
、
地
元
に
従

来
か
ら
投
げ
か
け
て
い

る
。
本
年
度
は
事
業
エ
リ

ア
の
土
地
利
用
、
ま
ち
づ

く
り
構
想
な
ど
を
地
元
合

意
で
き
る
よ
う
協
議
を
進

め
る
。

地
元
の
協
議
会
は
道
路

拡
幅
や
駅
前
広
場
の
整
備

な
ど
の
促
進
を
目
的
と
さ

れ
て
い
た
が
、
周
辺
全
体

の
面
的
な
整
備
手
法
等
の

話
が
市
か
ら
示
さ
れ
困
惑

さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
今

後
地
元
と
十
分
な
話
し
合

い
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
市
長
の
考
え
は
。

事
業
に
よ
る
立
ち
退
き

な
ど
に
よ
り
生
活
を
さ
れ

て
い
る
方
々
の
思
い
は
非

常
に
複
雑
で
あ
る
と
思

う
。
今
後
、
十
分
な
話
し

合
い
を
持
ち
、
事
業
を
進

め
る
。・府道竹井室河原線整備事業

　について
・行政運営について

谷
たにじり

尻　宣
の ぶ お

雄  議員つなぐ

A
Q

その他の質問

JR八木駅東口

来年度、一本化に向けた検討を要望する
観光協会を一つにするべきではないか

観
光
に
関
わ
る
団
体
へ

の
補
助
金
は
い
く
ら
か
。

園
部
町
文
化
観
光
協
会

３
０
０
万
円
、
八
木
町
観

光
協
会
76
万
円
、
日
吉
町

観
光
協
会
２
７
２
万
７
千

円
、
美
山
Ｄ
Ｍ
Ｏ
１
４
０

０
万
円
、
る
り
渓
観
光
協

会
５
万
４
千
円
の
支
出
で

あ
る
。

２
年
に
一
般
社
団
法
人

園
部
文
化
観
光
協
会
が
設

立
さ
れ
た
。
新
た
な
補
助

金
団
体
の
設
立
に
は
反
対

で
あ
っ
た
が
、
一
つ
の
観

光
協
会
を
つ
く
る
た
め
に

と
い
う
説
明
で
あ
っ
た
の

で
賛
成
し
た
経
緯
が
あ

る
。
市
長
の
見
解
は
。

将
来
、
一
本
化
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
立
ち
上

げ
、
そ
れ
に
対
し
て
一
定

の
支
援
を
し
て
い
く
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

一
本
化
の
実
現
可
能
性

に
つ
い
て
は
。

早
く
一
本
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
美
山
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
立
場
や
活
動
を
守
れ
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
成
果

が
全
市
に
及
ぶ
こ
と
が
本

市
の
観
光
を
底
上
げ
す
る

に
も
大
切
だ
。
私
は
美
山

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
活
動
自
体
を
守

り
た
い
と
い
う
思
い
が
強

い
と
い
う
こ
と
だ
け
は
伝

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

・将来の農業従事者確保につ
　いて
・災害時における柔軟な学校
　運営について

塩
しおがい

貝　孝
たかゆき

之  議員新風会

A
Q

その他の質問

ひとつの観光協会として

熱中症対策をきちんと講じながら進めている
暑い中での部活動などに対する対応は

今
年
の
夏
は
過
去
最
高

の
暑
さ
で
あ
っ
た
が
、
夏

休
み
中
の
部
活
動
な
ど
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の

か
。夏

休
み
の
部
活
動
中
、

体
調
不
良
を
訴
え
る
生
徒

が
い
た
が
、
早
期
対
応
に

よ
り
軽
症
で
済
ん
だ
。
重

症
化
や
死
亡
事
故
を
防
ぐ

た
め
、
学
校
は
さ
ま
ざ
ま

な
予
防
対
策
を
行
っ
て
い

る
。
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
が
出
た
場
合
は
、
予
定

さ
れ
て
い
る
練
習
の
可

否
、
内
容
変
更
な
ど
を
即

時
に
判
断
し
、
保
護
者
に

メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
連

絡
し
て
い
る
。

９
月
に
運
動
会
や
体
育

祭
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

暑
い
中
で
の
練
習
な
ど
、

運
動
会
や
体
育
祭
の
在
り

方
は
ど
う
考
え
る
か
。

教
職
員
に
対
し
て
以
下

の
３
点
を
伝
え
て
い
る
。

暑
さ
指
数
を
把
握
し
、

児
童
生
徒
の
健
康
を
最
優

先
し
た
計
画
を
立
て
る
こ

と
。
体
調
不
良
者
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
情
報
伝
達

の
方
法
を
あ
ら
か
じ
め
決

め
て
お
く
こ
と
。
保
護
者

に
対
し
て
熱
中
症
を
予
防

す
る
た
め
の
普
段
の
体
調

管
理
な
ど
を
通
信
で
お
伝

え
す
る
こ
と
。

今
年
度
の
日
程
変
更
は

難
し
い
が
、
来
年
度
は
時

期
の
変
更
な
ど
を
学
校
運

営
協
議
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
検

討
し
て
い
き
た
い
。

・にゃんたん市プロジェクト
　について
・本市の観光政策について
・災害時の避難について

若
わ か い

井　睦
む つ み

巳  議員活緑クラブ

A
Q

その他の質問

運動会当日の朝

制度化の必要性について検討を進めていきたい
奨学金等、学生支援制度の導入を

安
定
し
た
医
療
体
制
を

構
築
す
る
た
め
に
は
、
安

定
し
た
医
師
の
確
保
が
重

要
だ
が
、
医
師
に
な
る
た

め
に
は
高
額
な
学
費
が
必

要
と
な
る
。
自
分
が
生
ま

れ
た
環
境
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
意
欲
や
目
的

意
識
が
あ
る
学
生
に
チ
ャ

ン
ス
を
広
げ
る
と
同
時

に
、
地
域
で
の
医
療
従
事

に
つ
な
が
る
医
師
確
保
奨

学
金
制
度
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

本
市
に
つ
い
て
も
、
奨

学
金
の
状
況
な
ど
詳
し
く

調
べ
て
効
果
も
見
極
め
な

が
ら
、
制
度
化
が
必
要
か

ど
う
か
の
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

起
業
や
定
住
へ
の
動
機
に

繋
げ
ら
れ
る
学
生
支
援
施

策
を人

材
不
足
は
医
療
分
野

だ
け
に
限
っ
た
も
の
で
は

な
い
。
例
え
ば
本
市
で
建

築
を
学
ぶ
学
生
等
に
、
市

内
業
者
へ
の
一
定
期
間
就

業
等
の
条
件
付
き
の
奨
学

措
置
を
講
ず
る
こ
と
で
、

市
内
で
の
起
業
や
定
住
へ

の
動
機
に
つ
な
げ
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

本
市
に
は
古
く
か
ら
学

生
支
援
の
歴
史
が
あ
る
。

貸
与
型
奨
学
金
導
入
に
つ

い
て
大
学
に
実
情
を
聞
い

て
み
た
い
。

・医療体制の長期計画につい
　て

樋
ひ ぐ ち

口　浩
ひろゆき

之  議員新誠会

A
Q

その他の質問

学生支援制度の充実を
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八木、園部、将来日吉も視野に調理場を統合する
学校給食共同調理場建設計画は

建
設
予
定
地
は
決
ま
っ

た
の
か
。

調
理
を
し
て
か
ら
給
食

を
食
べ
る
ま
で
の
一
定
の

時
間
を
考
え
る
と
八
木
、

園
部
、
日
吉
に
も
行
き
や

す
い
場
所
と
し
て
、
川
辺

地
区
を
候
補
地
に
旧
川
辺

小
学
校
の
隣
接
地
で
府
道

亀
岡
園
部
線
に
接
道
し
て

い
る
場
所
に
決
定
し
た
。

川
辺
地
区
の
船
岡
に
決

定
さ
れ
た
理
由
は
。

開
発
の
手
続
き
上
、
一

番
問
題
な
の
は
給
排
水
で

あ
る
。
こ
れ
に
大
き
な
障

害
が
な
い
こ
と
。
一
定
の

幅
員
の
道
路
に
接
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

ど
れ
ぐ
ら
い
の
規
模
を

想
定
さ
れ
て
い
る
か
。

１
日
当
た
り
、
２
３
０

０
食
程
度
は
作
れ
る
機
能

が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。

作
業
の
し
や
す
い
ス
ペ
ー

ス
と
衛
生
的
な
対
応
も
考

慮
し
て
、
将
来
的
に
も
有

効
活
用
で
き
る
よ
う
に
考

え
て
い
る
。

完
成
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

本
事
業
に
つ
い
て
は
、合

併
特
例
債
の
非
常
に
有
利

な
国
の
起
債
制
度
を
活
用

し
た
い
。合
併
特
例
債
の

最
終
年
が
７
年
で
あ
る
の

で
、６
年
度
中
に
は
実
施

設
計
業
務
を
終
え
、７
年

に
工
事
を
着
工
し
、で
き

れ
ば
７
年
度
中
に
完
成
さ

せ
、８
年
度
に
は
供
用
開

始
し
て
い
き
た
い
。

・国保の高額療養費について
・新庁舎における窓口業務に
　ついて

平
ひ ら た

田　聖
せ い じ

治  議員公明党

A
Q

投票所を統合された知見では11ポイントの増
畑郷の府議選投票率、廃止で34ポイント後退

市
選
挙
管
理
委
員
会
は

２
０
２
１
年
11
月
、
68
カ

所
あ
っ
た
投
票
所
を
37
カ

所
に
減
ら
す
計
画
を
決
め

ら
れ
た
。
今
年
４
月
の
府

会
議
員
選
挙
で
は
、
13
カ

所
減
ら
さ
れ
て
、
55
カ
所

に
な
っ
た
。
市
役
所
の
職

員
が
減
っ
て
、
投
票
所
を

安
定
的
に
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
が
中
心
的
な
理
由

だ
。
府
議
選
挙
投
票
率
の

検
証
が
大
事
だ
。
投
票
所

の
廃
止
、
統
合
が
、
投
票

率
の
低
下
を
招
く
こ
と
が

事
実
と
し
て
表
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
日
吉
町

畑
郷
地
区
の
投
票
率
は

74
％
か
ら
40
％
へ
34
ポ
イ

ン
ト
後
退
し
た
。
日
吉
町

で
２
番
目
に
後
退
幅
が
大

き
か
っ
た
地
域
は
15
ポ
イ

・北陸新幹線南丹通過ルートは中止し
　かない
・減らされた亀岡駅以北の列車本数の
　早期復元
・一律900円のゴミ直接搬入代は高す
　ぎる
・可燃ゴミ袋料金値下げの検討を

小
こばやし

林　　毅
つよき

  議員日本共産党南丹市議会議員団

A
Q

その他の質問

投票区再編説明会資料

その他の質問

学校給食共同調理場建設予定地
（園部町船岡地内）府の新京都丹波ビジョン

保育所再編後の跡施設の有効利用として考える
屋外と併せ屋内型の遊び場の整備も必要では

市
長
は
、
子
供
の
発

達
・
発
育
の
観
点
か
ら
子

供
の
遊
び
場
の
整
備
は
大

変
重
要
と
し
、
「
園
部
公

園
の
整
備
に
併
せ
て
検
討

し
た
い
」
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
取
り
組
み
状
況

は
。８

年
度
開
催
予
定
の

「
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

ｉ
ｎ
京
都
丹
波
」
の
本
市

の
主
会
場
と
す
る
園
部
公

園
を
、
フ
ェ
ア
の
準
備
と

併
せ
大
型
遊
具
の
設
置
な

ど
子
育
て
世
代
の
利
用
し

や
す
い
公
園
と
し
て
再
整

備
し
て
い
く
。

企
業
と
連
携
し
て
、
子

供
の
遊
び
場
の
整
備
に
取

り
組
む
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。
岡
山
県
瀬
戸
内
市

で
は
、
軽
自
動
車
に
遊
び

道
具
な
ど
を
載
せ
て
市
内

の
あ
ち
こ
ち
に
出
向
き
、

子
供
の
遊
び
場
を
提
供
す

る
移
動
遊
び
場
「
プ
レ
ー

カ
ー
」
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

亀
岡
市
で
は
、
既
存
施

設
を
屋
内
型
の
遊
び
場
に

改
修
し
、
外
の
遊
び
場
と

の
連
携
で
、
多
様
な
年
齢

の
子
供
た
ち
の
遊
び
場
を

提
供
さ
れ
て
い
る
。

天
候
に
左
右
さ
れ
な
い

屋
内
型
遊
び
場
の
整
備
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

保
育
所
の
再
編
が
で
き

た
ら
、
空
い
た
施
設
の
有

効
利
用
の
一
つ
と
し
て
考

え
る
。・関連施策の現状と課題、計

　画について

山
やました

下　秋
あきのり

則  議員つなぐ

A
Q

本市の独自性を発揮しつつ近隣市町と連携する
府の「新京都丹波ビジョン」への対応は

府
は
、
本
市
・
亀
岡

市
・
京
丹
波
町
を
「
京
都

丹
波
」
と
し
て
く
く
り
、

食
や
自
然
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
で
地
域
活
性
化
を
目
指

し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
か
。

８
年
秋
に
、
こ
の
２
市

１
町
で
全
国
都
市
緑
化

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
る
。

そ
の
推
進
の
た
め
２
市
１

町
で
協
議
会
が
設
け
ら

れ
、
緑
化
フ
ェ
ア
の
基
本

計
画
を
策
定
し
て
い
く

が
、
本
市
で
は
新
規
の
施

設
等
の
整
備
で
な
く
、
る

り
渓
高
原
、
ス
プ
リ
ン
グ

ス
日
吉
、
美
山
か
や
ぶ
き

の
里
、
中
世
の
山
城
等
の

資
源
を
活
用
し
、
本
市
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て

い
く
。

内
水
氾
濫
感
知
シ
ス
テ
ム

防
災
の
取
り
組
み
と
し

て
、内
水
氾
濫
を
感
知
す

る
シ
ス
テ
ム
を
モ
デ
ル
導

入
す
る
計
画
が
さ
れ
て
い

る
。ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

今
年
度
、セ
ン
サ
ー
の

メ
ー
カ
ー
か
ら
提
案
を
受

け
、実
証
実
験
に
応
募
し
、

事
業
採
択
を
受
け
た
。

住
宅
地
の
水
位
状
況
を

セ
ン
サ
ー
で
感
知
し
、
そ

の
デ
ー
タ
を
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
市
役
所
に
送
信

す
る
。
内
水
氾
濫
の
可
能

性
を
早
期
に
察
知
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
内
水
氾
濫
が

発
生
し
た
園
部
町
横
田

区
、
河
原
町
区
、
木
崎
町

区
で
セ
ン
サ
ー
を
設
置
す

る
予
定
で
あ
る
。

・総合振興計画の中間点
・園部川の改修と本市課題

木
き む ら

村　　裕
ひろし

  議員新風会

A
Q

その他の質問

その他の質問

亀岡市の屋内型の遊び場「かめまるランド」
（写真は亀岡市HPより許諾引用）

ン
ト
だ
。
畑
郷
地
区
の
厳

し
い
投
票
結
果
を
重
く
受

け
止
め
る
必
要
が
あ
る
。

畑
郷
地
区
の
投
票
率
比

較
で
は
、34
ポ
イ
ン
ト
の

減
と
な
っ
た
が
、同
じ
く

投
票
所
が
統
合
と
な
っ
た

知
見
地
区
で
は
11
ポ
イ
ン

ト
の
増
と
な
っ
て
い
る
。投

票
区
再
編
が
投
票
率
低
下

に
大
き
く
影
響
し
た
と
は

言
え
な
い
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

投
票
率
は
候
補
者
の
人

数
、
選
挙
の
争
点
、
天

候
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素

で
増
減
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
選
挙
人
が
よ
り
便
利

で
安
心
し
て
投
票
で
き
、

安
定
的
で
持
続
可
能
な
投

票
所
運
営
が
行
え
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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非常に参考になる意見として具体的に検討する
民間活力による展望・戦略でまちづくりを

八
木
駅
東
口
周
辺
整
備

や
吉
富
駅
西
側
開
発
に
は

国
道
９
号
や
府
道
拡
幅
整

備
が
必
要
と
な
る
。
し
か

し
人
口
減
少
な
ど
社
会
情

勢
が
急
激
に
変
化
す
る
中

で
、
単
純
に
国
道
府
道
の

整
備
を
要
望
し
て
も
実
現

し
な
い
。
道
路
整
備
の
効

果
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

を
ど
う
進
め
る
か
具
体
的

な
展
望
・
戦
略
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
創
造
を

民
間
活
力
で
、
具
体
的
に

は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

実
施
し
て
は
。

ど
う
進
め
て
い
く
の
か

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は

シ
ン
ク
タ
ン
ク
や
銀
行
の

企
画
部
門
に
意
見
を
求
め

た
こ
と
は
あ
る
が
具
体
的

に
は
進
ん
で
い
な
い
。
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
十
分

考
え
ら
れ
る
手
法
で
あ
り

具
体
的
に
検
討
す
る
。

６
月
議
会
で
コ
ス
ト
コ

誘
致
に
つ
い
て
質
問
し
た

が
、
子
育
て
世
代
や
学
生

か
ら
の
反
響
が
大
き
か
っ

た
。
ま
た
、
８
月
下
旬
に

大
阪
府
門
真
市
で
コ
ス
ト

コ
が
新
規
オ
ー
プ
ン
し
、

そ
の
際
に
日
本
支
社
長
が

近
畿
で
あ
と
３
、
４
店
舗

出
店
の
意
向
を
述
べ
ら
れ

て
い
た
。
誘
致
に
は
絶
好

の
機
会
と
思
う
が
進
展

は
。大

企
業
を
通
じ
て
接
触

を
試
み
て
い
る
が
実
現
し

て
い
な
い
。
粘
り
強
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
、
結

果
は
報
告
す
る
。

・中学校の部活動について

村　好
よしたか

高  議員新誠会

A
Q

その他の質問

改良が期待される吉富駅前交差点

ダイヤ編成責任者に強く要望
ＪＲ山陰本線減便措置早期復元の要望状況は

２
月
25
日
、
本
市
、亀

岡
市
、
京
丹
波
町
で
構
成

さ
れ
る
京
都
丹
波
基
幹
交

通
整
備
協
議
会
の
総
決
起

集
会
に
１
５
０
人
が
集

い
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
減

便
措
置
の
早
期
復
元
を
求

め
た
要
望
書
の
決
議
が
採

択
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
へ
の
要
望
状
況
は
。

２
月
、
３
月
、
５
月
、

７
月
と
継
続
し
て
要
望
し

て
き
た
中
、
７
月
18
日
の

要
望
時
に
は
、
京
都
支
社

の
会
議
室
に
大
阪
本
社
の

ダ
イ
ヤ
編
成
の
責
任
者
に

お
越
し
い
た
だ
い
た
中

で
、
早
期
復
元
を
強
く
要

望
し
た
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
の
研

修
機
会
と
相
談
強
化
を

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
が
進

む
中
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
が
、
ネ
ッ
ト
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

未
然
に
防
ぐ
対
策
を
各
関

係
機
関
や
デ
ジ
タ
ル
お
助

け
隊
な
ど
が
連
携
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

府
内
で
の
サ
イ
バ
ー
犯

罪
の
相
談
件
数
が
非
常
に

増
え
て
い
る
。
市
役
所
に

は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口

も
設
置
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
啓
発
や
研
修
の
機
会

の
提
供
な
ど
を
進
め
て
い

く
。
学
校
に
お
い
て
も
一

定
の
注
意
喚
起
、
指
導
の

強
化
な
ど
教
育
委
員
会
と

も
連
携
し
て
い
く
。

・指定管理先である園部町振
　興公社について
・指定管理先である園部町農
　業公社について

八
や ぎ

木　信
の ぶ き

樹  議員活緑クラブ

A
Q

その他の質問

サイバー犯罪対策の研修機会と相談強化を

８
月
３
日
、
総
務
常
任
委
員

会
所
管
の
施
設
等
の
現
状
を
視

察
す
る
べ
く
、
管
内
現
地
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
完
成
間
近
の
新
庁
舎

を
視
察
。
集
約
し
た
窓
口
、
相

談
室
や
防
災
室
の
充
実
に
よ

り
、
市
民
が
利
用
し
や
す
く
な

る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。　
　
　

次
に
完
成
し
た
八
木
西
小
学

校
ト
イ
レ
兼
倉
庫
を
視
察
。
体

育
館
横
に
設
置
さ
れ
た
清
潔
な

ト
イ
レ
と
倉
庫
は
、
児
童
や
体

育
館
利
用
者
に
と
っ
て
便
利
な

も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

次
に
神
吉
自
治
会
館
建
設
用

地
の
現
場
を
視
察
。
完
成
予
想

図
を
も
と
に
施
設
の
安
全
性
や

利
便
性
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

最
後
に
、
園
部
第
二
小
学
校

内
に
あ
る
「
園
部
こ
す
も
す
児

童
ク
ラ
ブ
」
を
視
察
。
児
童
が

快
適
に
過
ご
し
、
支
援
員
が
安

心
し
て
保
育
を
行
う
た
め
に
は

施
設
の
充
実
が
必
要
と
感
じ
ま

し
た
。

委
員
会
活
動
報
告

行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

８
／
８
福
井
県
若
狭
町

本
市
に
お
い
て
も
農
山
村
地

域
は
農
業
後
継
者
、
担
い
手
不

足
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
若
狭
町

に
お
い
て
行
政
、
住
民
、
農
業

に
関
心
の
あ
る
企
業
３
者
が
知

恵
と
資
金
を
出
資
し
て
「
都
市

か
ら
若
者
の
就
農
・
定
住
を
促

進
し
、
集
落
を
活
性
化
す
る
」

こ
と
を
大
き
な
目
標
と
し
て
有

限
会
社
か
み
な
か
農
楽
舎
を
平

成
13
年
11
月
に
設
立
。
就
農
定

住
の
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
事
業
、
体
験
事
業
、
農
業
生

産
事
業
、
直
販
事
業
等
を
行
っ

て
い
る
。
設
立
後
22
年
を
経
過

し
、
多
く
の
若
者
が
若
狭
町
に

移
住
し
、
集
落
の
活
性
化
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。

８
／
９
福
井
県
坂
井
市

上
下
水
道
事
業
を
取
り
巻
く

経
営
環
境
は
人
口
減
少
に
よ

り
、
有
収
水
量
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

課
題
と
し
て
、
経
費
削
減
努

力
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
更

新
や
人
口
減
少
と
節
水
型
社
会

の
到
来
、
地
震
対
策
が
求
め
ら

れ
る
社
会
、
技
術
職
員
の
大
量

退
職
に
よ
る
水
道
技
術
の
継
承

問
題
等
が
あ
り
ま
す
。

包
括
的
民
間
委
託
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
及
び

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
収
納

率
の
向
上
や
職
員
の
削
減
等
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
本
市
に
お
い

て
参
考
に
す
べ
き
こ
と
が
多
数

あ
り
ま
し
た
。

坂井市での研修

完成間近の新庁舎を視察 八木西小学校トイレを視察

にしむら

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

総
務 

常
任
委
員
会
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８
月
24
日
、
議
会
本
会
議
場
に
て
「
市
長
と
語
ろ
う
～

私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
～
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
各
小
学
校
の
代
表
７
名
と
各
中
学
校
代
表
の
４
名
が

参
加
し
、
各
校
で
進
め
ら
れ
て
い
る
学
校
運
営
協
議
会
制

度
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）
を
生
か
し
、
学
校
や
地

域
で
学
ん
だ
こ
と
や
、
ど
ん
な
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
を

小
学
校
の
部
・
中
学
校
の
部
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
を
生
か
し
た
発
表
・
提
案
を
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
の
部
で
は
各
校
テ
ー
マ
を
決
め
、
あ
た
た
か
く

優
し
い
地
域
の
人
た
ち
の
こ
と
や
こ
の
町
の
伝
え
た
い
こ

と
・
残
し
た
い
豊
か
な
自
然
環
境
や
お
い
し
い
農
産
物
に

つ
い
て
意
見
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
の
未
来

像
に
も
触
れ
、
未
来
を
創
造
す
る
た
め
の
予
算
案
や
地
域

の
伝
統
文
化
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

中
学
校
の
部
で
は
、
各
校
と
も
今
ま
で
の
学
び
・
経
験

を
生
か
し
、
働
け
る
場
所
づ
く
り
・
買
い
物
や
医
療
体
制

の
充
実
や
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
き
っ
か
け
に
地
域
の
方
が

笑
顔
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
提

案
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
無
理
な
都
市
化
を
せ

ず
、
今
あ
る
本
市
の
良
い
と
こ
ろ
を
生
か
し
、
ホ
タ
ル
な

ど
が
飛
び
交
う
ふ
る
さ
と
を

感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
は
、
と
の
発
表
も
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
な
ど
に
も
っ
と
生
徒
が

参
加
し
た
い
と
い
っ
た
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

各
校
と
も
、
今
ま
で
の
学

習
の
成
果
や
地
域
へ
の
熱
い

思
い
の
こ
も
っ
た
素
晴
ら
し

い
発
表
・
提
案
で
し
た
。

市
長
と
語
ろ
う
　
〜
私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
〜

９
月
23
日
（
土
）
に
第
２
回
「
出

前
で
お
し
ゃ
べ
り
青
空
議
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
「
京
都
南

丹
大
堰
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
（
八

木
町
）
の
会
場
を
お
借
り
し
、
議
員

18
人
が
参
加
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聴
き
し
ま

し
た
。

運
営
手
法
に
多
く
の
改
善
す
べ
き

点
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、よ
り
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
、３
回
目
の
実
施

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

出
前
で
お
し
ゃ
べ
り

青
空
議
会
を
開
催

厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
８

月
10
日
に
園
部
保
育
所
、
城
南

保
育
所
、
園
部
幼
稚
園
及
び
す

こ
や
か
学
園
、
さ
ら
に
知
井
振

興
会
託
児
事
業
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

園
部
保
育
所
で
は
、
園
庭
に

園
舎
を
増
築
し
て
定
員
増
に
対

応
し
て
き
た
経
過
が
あ
り
、
園

庭
や
遊
戯
室
が
狭
く
、
園
児
用

の
ト
イ
レ
も
不
足
し
て
い
る
状

況
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

城
南
保
育
所
も
、
園
庭
に
園

舎
、
給
食
室
を
増
築
し
て
き
て

お
り
、
給
食
運
搬
の
動
線
に
不

便
を
来
し
て
い
る
状
況
で
し

た
。
ま
た
園
児
の
送
迎
車
両
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
も
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

園
部
幼
稚
園
及
び
す
こ
や
か

学
園
で
は
、
園
児
数
の
減
少
が

続
い
て
お
り
、
特
に
幼
稚
園
の

２
教
室
が
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と

な
っ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

知
井
振
興
会
託
児
事
業
は
、

旧
知
井
小
学
校
の
一
室
を
活
用

し
、
み
や
ま
こ
ど
も
園
に
在
籍

す
る
知
井
地
区
の
３
～
５
歳
児

に
つ
い
て
、
保
護
者
の
お
迎
え

ま
で
の
間
の
託
児
事
業
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
託
児
ス
タ
ッ
フ

も
振
興
会
で
確
保
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

保育所・幼稚園を視察 園部保育所の手狭な園庭

陳

情

書

■
健
康
保
険
証
の
「
凍
結
」
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

京
都
府
保
険
医
協
会　
理
事
長　

鈴
木　
　
卓

■
非
核
・
平
和
施
策
に
関
す
る
要
望
書

原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
京
都
実
行
委
員
会　
代
表　

梶
川　
　
憲

令
和
５
年
８
月
25
日
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
し
て
、
市
長

と
議
長
の
連
名
で
抗
議
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。

要

望

書

抗
議
声
明
を
発
表

人
事
案
件
（
敬
称
略
）

■
人
権
擁
護
委
員

　
　

池
上　
睦
子
（
八
木
町
）

　
　

木
下　
　
生
（
園
部
町
）

　
　

池
田　
眞
由
已
（
八
木
町
）

■
財
産
区
管
理
会
委
員

　
　
五
ケ
荘
財
産
区
管
理
会　
　
　

楓　
　
和
宏

厚
生 

常
任
委
員
会
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特
集『
頑
張
る
人
た
ち
』の
取
材

で「
美
山
せ
っ
け
ん
友
の
会
」の
作
業

場
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。作
業
は
長

時
間
に
わ
た
っ
て
熱
気
を
伴
う
も
の

で
あ
り
、そ
の
手
間
に
驚
き
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
の
現
場
は
、
時
間
と

手
間
を
惜
し
ん
で
は
良
い
も
の
は
で

き
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
強

く
思
い
ま
し
た
。

翻
っ
て
、
現
代
社
会
で
は
全
て
の

も
の
は
効
率
一
辺
倒
で
、
大
量
生
産

と
大
量
消
費
を
一
体
と
し
た
「
経
済

循
環
」
が
進
め
ら
れ
が
ち
で
す
が
、

そ
れ
が
環
境
を
破
壊
し
て
き
た
一
因

と
考
え
ま
す
。

手
仕
事
が
生
み
出
す
も
の
の
価
値

を
認
め
て
、
自
然
環
境
と
共
存
す
る

産
業
の
在
り
方
を
、
い
ま
一
度
問
い

直
し
実
践
す
る
こ
と
が
、
よ
り
良
い

環
境
を
次
の
世
代
に
残
し
て
い
く
た

め
に
も
必
要
な

こ
と
だ
と
感
じ

た
次
第
で
す
。

（
Ｋ
・
Ｋ
）

ご意見はこちらに

委 員 長／平田　聖治
広報部会長／山下　秋則
副部会長／吉田　尋子
委　　員／河野　啓介　 木戸　德吉　 下間　康広
　　　　　木村　　裕　 仲村　　学

広聴部会長／塩貝　孝之
副部会長／下間　康広

次 回 12 月 定 例 会
日 月 火 水 木 金 土

11/26 11/27 11/28 11/29 11/30 1 2

本会議
（開会）

3 4 5 6 7 8 9

本　　会　　議
（一般質問）（一般質問）（一般質問）

10 11 12 13 14 15 16

常 任 委 員 会

17 18 19 20 21 22 23

本会議
（閉会）

24 25 26 27 28 29 30

31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6

※11月28日（火）午後５時までに提出された請願・陳情等は、
12月定例会で取り扱われます。会議時間はいずれも午前10時
からの予定です。この日程については予定であり、予告なく変
更となる場合があります。

※本会議は、ケーブルテレビやインターネットで中継していま
す。

市議会だより　かけはし71号　2023.11 26

広 報 広 聴 委 員 会

８
月
23
日
「
令
和
５
年
度
市
町
村
議
会
広
報
研

修
会
」
が
京
都
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
議

会
広
報
部
会
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
議
会
に
対
す
る
住
民
の
理
解

と
関
心
を
深
め
る
努
力
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
議
会
広
報
の
編
集
技
術
等
を
習
得
す

る
こ
と
に
よ
り
、
真
に
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。今

回
は
「
伝
わ
る
議
会
広
報
の
編
集
ポ
イ
ン

ト
」
を
題
材
に
、
（
一
社
）
自
治
体
広
報
広
聴
研

究
所
の
金
井
茂
樹
氏
の
講
義
を
受
講
し
ま
し
た
。

20
市
町
村
の
議
会
だ
よ
り
（
広
報
紙
）
全
て
を

映
し
出
し
な
が
ら
、
改
善
点
を
ク
リ
ニ
ッ
ク
い
た

だ
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
議
会
だ
よ
り
が
あ

り
、
参
考
に
す
る
と
こ
ろ
が
数
多
く
、
有
意
義
な

研
修
会
で
し
た
。

今
回
の
研
修

を
生
か
し
、
こ

れ
か
ら
も
広
報

部
会
全
員
で
わ

か
り
や
す
く
読

ん
で
い
た
だ
け

る
市
議
会
だ
よ

り
「
か
け
は

し
」
の
作
成
に

努
め
て
い
き
ま

す
。 「

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」を

広
報
部
会
が
受
講

編

集

後

記

本紙は環境への配慮から、森林認証紙に、ベジタブルオイルインキ（植物油）で印刷しています。


